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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置等の画像処理装置において、表
示セルからの文字列のはみ出しを自動的に判定し、また
それを自動的に修正できるようにする。
【解決手段】ビットマップイメージを生成する前段階に
おいて、文字に対して与える画素値と、表示セル内に対
して与える画素値と、表示セル外に与える画素値とをそ
れぞれ異ならせておく。ビットマップイメージの評価の
段階で、文字を構成する各画素を注目画素とし、その周
囲を参照し、そこにセル外の画素値が存在していた場合
にはみ出し有りを判定する。そして文字サイズの変更等
の修正処理を施した上で再びはみ出しの有無が検査され
る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の言語の中から使用言語を選択するための選択手段と、
　語句表示セルと、前記選択された使用言語に属する語句であって１又は複数の文字から
なり前記語句表示セルにマッピングされる語句と、を含むイメージを生成するイメージ生
成手段と、
　前記イメージ中の前記語句に対してはみ出し検査を適用することによって前記語句表示
セルからのはみ出しを判定する判定手段と、
　を含み、
　前記イメージにおいて、前記語句に与えられた語句画素値と、前記語句表示セル内に与
えられた内部画素値と、前記語句表示セル外に与えられた外部画素値と、が互いに異なり
、
　前記はみ出し判定手段は、前記語句の近傍に前記外部画素値が存在する場合に前記はみ
出しを判定する、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記イメージはビットマップイメージであり、
　前記判定手段は、
　前記イメージにおいて前記語句の一部又は全部を構成し且つ前記語句画素値を有する注
目画素群を特定する手段と、
　前記注目画素群を構成する各注目画素の近傍に参照領域を設定する手段と、
　前記注目画素群について設定されたいずれかの参照領域内で前記外部画素値が検出され
た場合に前記はみ出しを判定する手段と、
　を含むことを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記イメージ生成手段は、オリジナルイメージに対するカラー変換処理によりはみ出し
判定用の前記イメージを生成し、
　前記語句画素値を有する語句画素群、前記内部画素値を有する内部画素群及び前記外部
画素値を有する外部画素群はそれぞれカラー画素群である、
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　請求項３記載の装置において、
　前記外部画素群は、前記語句表示セルの枠を構成する第１外部画素群と、前記枠の外側
領域を構成する第２外部画素群と、を含み、
　前記第１外部画素群は、前記外部画素値として第１外部画素値を有し、
　前記第２外部画素群は、前記外部画素値として前記第１外部画素値とは異なる第２外部
画素値を有する、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項１記載の装置において、
　更に、前記はみ出しが判定された語句に対してはみ出し修正処理を適用する修正手段を
含む、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、
　前記修正手段は、はみ出しが解消されるまで前記語句に対して縮小処理を施す、ことを
特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項５記載の装置において、
　前記修正手段は、はみ出しが解消されるように前記語句を他の語句に置換する、ことを
特徴とする画像処理装置。
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【請求項８】
　請求項１記載の装置において、
　前記イメージは、超音波診断用のグラフィカルユーザーインターフェイスを構成するイ
メージである、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　画像処理装置において実行される画像処理プログラムであって、
　複数の言語の中から選択された使用言語を特定するモジュールと、
　語句表示セルと、前記選択された使用言語に属する語句であって１又は複数の文字から
なり前記語句表示セルにマッピングされる語句と、を含むイメージを生成するモジュール
と、
　前記イメージ中の前記語句に対してはみ出し検査を適用することによって前記語句表示
セルからのはみ出しを判定するモジュールと、
　を含み、
　前記イメージにおいて、前記語句に与えられた語句画素値と、前記語句表示セル内に与
えられた内部画素値と、前記語句表示セル外に与えられた外部画素値と、が互いに異なり
、
　前記はみ出し判定では、前記語句の近傍に前記外部画素値が存在する場合に前記はみ出
しが判定される、ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理装置に関し、特に多言語中から選択された使用言語に適合する画像を
生成する、超音波診断装置等の画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ等の電子機器は、世界中で使用され得ることから、表示内容を
各国の言語に適合させる機能を備えている。すなわち、複数の言語の中から使用言語が選
択された場合に、その使用言語で表現された語句（文章、単語、文字等）を画面上に表示
することが可能である。あるいは、既に表示されている特定言語対応の画像を他の言語対
応の画像に自由に切り替えることが可能である。そのような画像上においては、通常、個
々の語句ごとにそれを表示するエリアが事前に画定又は指定されており、当該エリア内に
は使用言語の語句が表示される。
【０００３】
　同じ意味を表す語句であっても言語間では文字数や表記が相違する。文字サイズを維持
して使用言語に従った語句を表示した場合、語句表示エリアから語句がはみ出てしまうこ
ともある。例えば、ボタンアイコンからボタンの意味を示す文字列がはみ出てしまうと、
見栄えが悪いし、隣接するボタン間で文字の重なり合いが生じて操作性や視認性が低下す
るおそれもある。
【０００４】
　上記問題は汎用装置の他、専用装置においても指摘できる。例えば、電子機器の一例と
して超音波診断装置がある。超音波診断装置は各国で使用されており、通常、数ヶ国の言
語に対応している。そのような装置において例えば医学用語を画面上に表示する場合、使
用言語によって医学用語の表記が区々であり、略語も多く存在する。超音波診断装置上に
登場する画面の種類は非常に多く数百にも及ぶ。各画面内には多数の語句表示エリア（表
示セル）が設定されており、それぞれに対して語句がマッピングされる。使用言語が選択
されると、語句変換テーブルに従って当該言語に対応する語句が表示されるが、それが表
示セル内に適切に収まっているのか否かについては実際に画像を目視検査してみないこと
には判断できない。
【０００５】
　近時、プロポーショナルフォントが使用される場合が多く、文字列の構成によって語句
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の全長は区々であり、各言語において各語句の長さを事前に計算することは結構煩雑であ
り時間がかかる。製品製作段階で、全言語における全語句についてはみ出し判断を目視で
行うのは非常に大変であり、そのような検査の全部又は一部を自動化することが望まれる
。特に、キャラクタ単位での弁別判定が困難なビットマップイメージの段階において、は
み出し検査を行える技術が要望される。
【０００６】
　特許文献１には訳文が出力できない場合に出力フォントを小さくする処理を実行する翻
訳装置が開示されている。特許文献２には翻訳文が原文と同一レイアウトで配置すること
ができない場合に省略語を代替挿入する翻訳装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－２６２４９２号公報
【特許文献２】特開２００７－　３４４３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、語句表示エリアからの語句のはみ出しを検出できるようにすることに
ある。本発明の他の目的は、ビットマップイメージの段階で語句表示エリアからの語句の
はみ出しを検出できるようにすることにある。本発明の他の目的は、画面検査段階におい
てはみ出し検査を的確に行えるように検査対象イメージに対して事前の仕込みを行った上
で検査対象イメージに対するはみ出し検査を迅速かつ的確に行えるようにすることにある
。更に本発明の他の目的ははみ出し防止の調整を自動的に行えるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る画像処理装置は、複数の言語の中から使用言語を選択するための選択手段
と、語句表示セルと、前記選択された使用言語に属する語句であって１又は複数の文字か
らなり前記語句表示セルにマッピングされる語句と、を含むイメージを生成するイメージ
生成手段と、前記イメージ中の前記語句に対してはみ出し検査を適用することによって前
記語句表示セルからのはみ出しを判定する判定手段と、を含み、前記イメージにおいて、
前記語句に与えられた語句画素値と、前記語句表示セル内に与えられた内部画素値と、前
記語句表示セル外に与えられた外部画素値と、が互いに異なり、前記はみ出し判定手段は
、前記語句の近傍に前記外部画素値が存在する場合に前記はみ出しを判定する。
【００１０】
　上記構成によれば、イメージが生成されると、そこに含まれる語句に対してはみ出し検
査が適用される。具体的には、イメージ上において、語句表示セルからの語句（使用言語
の１又は複数の文字）の部分的な突出（又はそれに近い状態）が生じているか否かが検査
される。はみ出しの有無だけではなく、はみ出しの程度、はみ出し位置、はみ出し方向、
等が判定されてもよい。語句を構成する画素群の全部又は一部には固有の語句画素値が与
えられており、逆に言えば、語句画素値を有する画素を検査用の注目画素であると特定で
きる。注目画素の近傍（例えば同一位置及び周囲）に外部画素値が存在する場合、注目画
素が語句表示セルから出ている又はその直前の状態であるので、その場合にははみ出しあ
りと判定される。この手法によれば、ビットマップイメージへの展開後、つまり文字や図
形が渾然一体となった段階でも、はみ出し判定を行える。語句画素値、内部画素値及び外
部画素値は互いに異なる値を有し、つまり何らかの属性において個々の画素を互いに識別
できるように画素値が定められる。その場合、カラー（色相）を異ならせるのが簡便であ
り、かつ目視確認において便利である。原イメージにおいて画素値の差があればそれをそ
のまま検査することができ、原イメージにおいて、画素値の差がないか十分でない場合に
は原イメージから検査用のイメージを変換生成した上で上記のはみ出し判定を適用するの
が望ましい。その場合、検査後の実際の表示に際しては原イメージを表示することになる
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。画像処理装置は、望ましくは、多数の医学用語を多言語に変換する必要がある超音波診
断装置である。そのような装置では、１又は複数の超音波イメージを画面内で優先的に表
示する必要があり、その周囲のグラフィックレイアウトを容易には変更できないという特
殊事情がある。１枚のグラフィカルユーザーインターフェイス（ＧＵＩ）イメージにつき
、多数の言語に適合した多数の合成イメージが生成され、それらの全部を検査し必要な修
正を施すためには、検査及び修正を自動化するのが望ましい。
【００１１】
　望ましくは、前記イメージはビットマップイメージであり、前記判定手段は、前記イメ
ージにおいて前記語句の一部又は全部を構成し且つ前記語句画素値を有する注目画素群を
特定する手段と、前記注目画素群を構成する各注目画素の近傍に参照領域を設定する手段
と、前記注目画素群について設定されたいずれかの参照領域内で前記外部画素値が検出さ
れた場合に前記はみ出しを判定する手段と、を含む。参照領域は注目画素を中心としたエ
リアとすることができる。参照領域が文字を包囲する矩形領域の更に外側に設定されても
よい。この場合、注目画素として文字における上下左右のもっとも端の画素を指定するよ
うにしてもよい。文字を構成する画素全部ではなくその辺縁に存在する画素だけを注目画
素としてもよい。また文字列における左端及び右端の文字だけを検査対象としてもよい。
【００１２】
　望ましくは、前記イメージ生成手段は、オリジナルイメージに対するカラー変換処理に
よりはみ出し判定用の前記イメージを生成し、前記語句画素値を有する語句画素群、前記
内部画素値を有する内部画素群及び前記外部画素値を有する外部画素群はそれぞれカラー
画素群である。
【００１３】
　望ましくは、前記外部画素群は、前記語句表示セルの枠を構成する第１外部画素群と、
前記枠の外側領域を構成する第２外部画素群と、を含み、前記第１外部画素群は、前記外
部画素値として第１外部画素値を有し、前記第２外部画素群は、前記外部画素値として前
記第１外部画素値とは異なる第２外部画素値を有する。この構成によれば、枠に文字がか
かった場合あるいはそれに近接した場合、見栄えが悪くなるのではみ出し有りと判定する
ことができる。文字の種類に応じて何をもってはみ出しとするのかの定義を変更するよう
にしてもよい。
【００１４】
　望ましくは、更に、前記はみ出しが判定された語句に対してはみ出し修正処理を適用す
る修正手段を含む。望ましくは、前記修正手段は、はみ出しが解消されるまで前記語句に
対して縮小処理を施す。望ましくは、前記修正手段は、はみ出しが解消されるように前記
語句を他の語句に置換する。はみ出し判定がなされた場合に自動的に修正処理を施せばユ
ーザーの負担を大幅に軽減できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、語句表示エリアからの語句のはみ出しを検出できる。あるいは、ビッ
トマップイメージの段階で語句表示エリアからの語句のはみ出しを検出できる。あるいは
、画面検査段階においてはみ出し検査を的確に行えるように検査対象イメージに対して事
前の仕込みを行った上で検査対象イメージに対するはみ出し検査を迅速かつ的確に行える
。あるいは、はみ出し防止の調整を自動的に行える。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図である。
【図２】図１に示す主制御部が有するＧＵＩ検査修正機能を表すブロック図である。
【図３】表示イメージの一例を示す図である。
【図４】表示イメージを構成している複数のレイヤ（プレーン）を示す図である。
【図５】ＧＵＩイメージの他の例を示す図である。
【図６】言語変換に伴う文字のはみ出しを示す図である。
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【図７】はみ出しが生じている文字列と背景との関係を示す図である。
【図８】はみ出し部分の拡大図である。
【図９】はみ出し検査修正処理を示すフローチャートである。
【図１０】図９に示すＳ１８の具体的な処理内容を示すフローチャートである。
【図１１】はみ出し修正処理の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置に係る好適な実施形態が示されており、図１は
その全体構成を示すブロック図である。この超音波診断装置は広い意味において画像処理
装置の一つである。特に、この超音波診断装置は後に詳述するはみ出し検査修正機能を備
えている。そのような機能は超音波診断以外の他の技術分野においても利用可能である。
特に複数の言語の中から使用言語を選択し、その使用言語に従ってＧＵＩを構成する場合
において有用なものである。
【００１９】
　図１において、プローブ１２は超音波の送受波を行う超音波探触子である。プローブ１
２は複数の振動素子からなるアレイ振動子を有しており、それによって超音波ビームが形
成される。超音波ビームは電子走査される。電子走査方式としては、電子リニア走査、電
子セクタ走査等が知られている。プローブ１２の送受波面は被検体の表面上に当接される
。但し、プローブ１２が体腔内に挿入されるものであってもよい。また、プローブ１２が
２Ｄアレイ振動子を備えていてもよい。
【００２０】
　送受信部１４は送信ビームフォーマ及び受信ビームフォーマとして機能する。送信時に
おいて、送受信部１４は、複数の振動素子に対して複数の送信信号を供給する。これによ
りプローブ１２において送信ビームが形成される。受信時において、生体内からの反射波
が複数の振動素子にて受波され、これにより複数の受信信号が生成される。その複数の受
信信号は送受信部１４において整相加算処理され、これによりビームデータが構成される
。そのビームデータは信号処理部１６に出力される。
【００２１】
　信号処理部１６は、対数圧縮回路、利得可変回路、検波回路等の各種の回路を備え、ビ
ームデータに対して必要な信号処理を実行する。そのビームデータがドプラ情報を有する
データであってもよい。信号処理後のビームデータはデジタルスキャンコンバータ（ＤＳ
Ｃ）１８へ出力される。
【００２２】
　ＤＳＣ１８は、複数のビームデータに基づいてＢモード断層画像（二次元断層画像）を
生成するモジュールであり、具体的には、補間機能、座標変換機能等を備えている。ＤＳ
Ｃ１８によって生成された超音波画像すなわちＢモード画像は、表示処理部２０を経由し
て表示器２２へ送られ、そこにおいて超音波画像が表示される。表示処理部２０は後に図
２を用いて説明するように複数のイメージを合成する機能を有している。具体的には、グ
ラフィックイメージと超音波イメージとを合成して合成イメージとしての表示画像を生成
している。本実施形態においては、表示処理部２０が作成した表示イメージが主制御部２
４へ送られており、そこにおいてはみ出し検査及びはみだし修正のための制御が実行され
る。
【００２３】
　主制御部２４は、ＣＰＵ及び動作プログラムにより構成され、主制御部２４は図１に示
される各構成の動作制御を行っている。本実施形態において、主制御部２４はＧＵＩ検査
修正機能を備えている。すなわち表示セルからの文字のはみ出しを検査する機能及びその
ようなはみ出しが生じないように文字列を修正する機能を備えている。それらの機能につ
いて図２以降の各図を参照して詳しく説明することにする。
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【００２４】
　図２において、記憶部２６内には、複数のＧＵＩソースデータが格納されている。超音
波診断装置においては、多数の表示画面が登録されており、それらの個々がＧＵＩを構成
し、それを記述したものがＧＵＩソースデータである。例えば当該データはページ記述言
語（ＰＤＬ）によって表現されたデータである。ＧＵＩソースデータは、テンプレートあ
るいは背景を構成するフレーム情報（テンプレート情報）と、そこに上書き合成されるテ
キストを特定するテキスト情報と、により構成される。もちろん、より多くの情報により
構成されてもよい。
【００２５】
　変換テーブル２８は、標準言語で記述された文字列をユーザにより選択された使用言語
の文字列に変換するためのテーブルである。例えば、標準言語の文字列を表すコードに複
数の言語に対応する複数の文字列を表すコードが対応付けられている。ここで標準言語は
例えば日本語あるいは英語であり、その標準言語の他に例えば十あるいは数十の言語が一
定の関係をもって対応付けられている。ちなみに、後に説明する置換テーブル４２は、各
言語において、特定の語句に対してそれに置換される語句を対応付けたテーブルであり、
置換語句は例えば略語あるいは類義語等である。
【００２６】
　記憶部２６から特定のＧＵＩソースデータを構成するテキスト情報が読み出されると、
それに基づいて変換テーブル２８が作用して、使用言語のテキスト情報が生成されること
になる。そのようなテキスト情報はコードの集合体である。テキストイメージ生成部３０
は、個々のコードをビットマップイメージとしての文字あるいは文字列に変換するもので
あり、すなわちテキストイメージ生成部は後に説明するフレームイメージ生成部３２と同
様にイメージャーである。テキストイメージ生成部３２からは特定のプレーン上に表示さ
れる複数の語句を表すビットマップイメージが出力され、それが表示処理部２０へ入力さ
れる。
【００２７】
　一方、記憶部２６から特定のＧＵＩソースデータを構成するフレーム情報が読み出され
ると、それがフレームイメージ生成部３２に送られ、フレームイメージ生成部３２はグラ
フィックプレーンの背景をなすビットマップイメージを生成する。すなわち、各語句を表
示するための複数の表示セルを備えたフレームがビットマップの形式で生成されることに
なる。
【００２８】
　表示処理部２０においては、ビットマップイメージとしてのフレームイメージ及びテキ
ストイメージを合成し、これによって一枚のグラフィックイメージを生成する。これは、
生体から得られた情報に基づく超音波イメージに対し、人工的なイメージと言い得るもの
である。表示処理部２０は、そのようなグラフィックイメージに対して必要に応じて超音
波イメージを合成し、これによって表示イメージを構成する。ちなみに、この表示処理部
２０がカラーコーディング機能を備えていてもよい。
【００２９】
　表示処理部２０は、以上のように合成機能を有し、そこから出力される表示イメージは
表示器２２へ出力される。図示される表示器２２は、例えば超音波診断装置におけるメイ
ン表示器であってもよいし、操作パネル上に設置されるサブ表示器であってもよい。ある
いはそれらの両者であってもよい。
【００３０】
　以上説明した構成を基本として、以下に説明するようなはみ出し検査及び修正のための
構成が付加されている。
【００３１】
　検査制御部４４は、カラー設定機能及び読み出し制御機能を備えている。カラー設定機
能は、はみ出し検査を行う前処理として、表示文字を構成する文字画素の文字画素値と、
表示セル内であって文字以外の部分を構成する画素の内部画素値と、表示セル外の外部画
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素分の外部画素値、をそれぞれ異ならせるのである。もっとも、オリジナルイメージが以
上のような条件を満たしていれば前処理として格別なカラー変換処理を行う必要はない。
また、検査制御部４４は、具体的には、色を指定するコードを変更することにより上記の
カラー変換を実行している。ちなみに、後に説明するように、外部画素値は表示セルの枠
に相当する画素値及び表示セルの完全に外部を構成する画素値の両者を含む概念である。
もちろん、枠を表示セルの内部とみなすように取り扱うことも可能である。
【００３２】
　このようなカラー条件が満たされた上で、上述したようにテキストイメージ及びフレー
ムイメージがそれぞれビットマップイメージとして生成され、それらが表示処理部２０に
おいて合成される。必要に応じて超音波イメージも合成される。このような合成処理によ
り生成された表示イメージ（表示イメージデータ）は上述したように表示器２２へ送られ
る他、本実施形態においては画像評価部３４へ送られている。
【００３３】
　画像評価部３４は、上述した画素値の相違すなわちカラー値の相違を利用して、審査対
象となる個々の注目画素を特定すると共に、各注目画素の周囲に外部画素値が存在してい
るか否かを判定し、そのような画素値が存在している場合にははみ出し有りを判定してい
る。そのような画像評価部の評価結果は修正制御部３６へ送られる。
【００３４】
　修正制御部３６は、特定の語句すなわち文字列についてはみ出し有りが判定された場合
、テキストイメージ生成部３０に対してあるいは検査制御部４４に対して当該文字列につ
いての文字サイズを一段階下げるすなわち小さくする制御を実行している（符号３８参照
）。あるいは、そのようなサイズ変更ではなく、置換テーブル４２を利用して、当該文字
列について対応付けられた略語あるいは類義語を指定する制御を実行している（符号４０
参照）。置換テーブル４２から置換語句が出力されると、それがはみ出し判定対象となっ
た文字列と置換され、新しいテキストイメージが生成されることになる。そのような語句
の置換が検査制御部４４の作用によって記憶部２６上において行われるようにしてもよい
。本実施形態においては、上記のようにサイズ変更及び語句置換のいずれか一方において
はみ出し修正を行うようにしたが、もちろん他の手法を利用してもよい。
【００３５】
　以上のようなはみ出し修正制御の適用によってもなおはみ出しが判定される場合には、
上記のサイズ変更等が繰り返し実行される。一般には、文字サイズを段階的に小さくして
いき、はみ出しが生じなくなった時点でのサイズが最適サイズであると決定されることに
なる。このような試行錯誤的な自動プロセスにより各プレーン上の文字列ごとにはみ出し
判定及びはみ出し修正が適用され、いずれの文字列についてもはみ出しが生じなくなった
時点で、当該プレーンについての処理が完了する。検査制御部４４は、複数のプレーンに
対して順番付けを行っており、一番から最終番までのプレーンを順次読み出しつつ、上記
のようなはみ出し判定及びはみ出し修正が適用されるようにしている。あるプレーンにつ
いて全てのはみ出し修正が完了した時点で次の新しいプレーンが読み出される。
【００３６】
　保存制御部４６は、以上のようなプロセスにおいて、はみ出しが判定されなかったある
いははみ出しが判定されたプレーンを保存しておくものである。その際において、はみ出
しが判定されたプレーンについてはマーキングが付されるようにしている。これはユーザ
ーが事後的に目視確認する場合においてはみ出し部分を迅速に特定できるようにするため
である。保存制御部４６は、記憶部４８へのイメージの保存にあたって、正常プレーン、
はみ出し発生プレーン、はみ出し修正プレーンといった区分に従って書き込みを行ってお
り、ユーザーにおいては、必要に応じてＮＧが判定されたプレーンだけを目視確認するこ
とも可能である。ちなみに、画像評価部３４において、はみ出し判定を行うに際し、はみ
出しの有無のみならず、はみ出し量やはみ出し方向を更に判定するようにしてもよい。ま
た上記とは逆に、文字列の周囲に余白が多すぎるような場合に、文字サイズの拡大を行わ
せるようにしてもよい。その場合においても上記同様の手法を利用可能である。
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【００３７】
　図３には、表示イメージの一例が示されている。図３に示す表示イメージ５０は超音波
イメージ５２を有している。また表示イメージ５０はグラフィックイメージ５４を有して
いる。グラフィックイメージ５４は複数のアイコンを有している。各アイコンはポインテ
ィングデバイスによって操作可能なボタンイメージであり、それは四角形の形態をもった
ボックスとその内部の文字列とからなる。
【００３８】
　図４には表示イメージの構造が示されている。すなわち表示イメージは複数のレイヤあ
るいはプレーンからなり、符号５６によって第１レイヤが示され、符号５８によって第２
レイヤが示され、符号６０によって第３レイヤが示されている。第１レイヤ５６はフレー
ムイメージであり、第２レイヤは５８は文字イメージであり、それら併せてグラフィック
イメージ５４が構成される。そのグラフィックイメージ５４に対しては超音波イメージ５
２が合成されることになる。
【００３９】
　図４に示される順番あるいは構造は一例に過ぎない。第１レイヤ５６は複数の表示セル
６２を備えており、それらは複数のアイコンに対応している。文字イメージである第２レ
イヤ５８は複数の文字列６４を有している。個々の文字列はそれに対応する表示セル内に
配置されるものであり、すなわち、使用言語によっては長い文字列となってそれは表示セ
ルからはみ出してしまう。
【００４０】
　図５にはＧＵＩイメージの他の例が示されている。符号６６はアイコンを表しており、
それはボタンイメージ６８とそこの内部に表現された文字列７０とにより構成されている
。アイコン以外においても文字列が存在している箇所には表示領域としての表示セルが設
定されており、すなわち表示すべき一定の区画が設定されており、それを超えた場合には
文字列同士が重なりあったりあるいは見栄えが悪くなったりする。
【００４１】
　図６には表示セル７２が示されている。それは枠７４とその内部７６とからなる。表示
セル７２の中には文字列８０が表示されている。（Ａ）においては文字列８０の全部が表
示セル７２の内部に収容されており、はみ出しは生じていない。
【００４２】
　このような文字列に対して言語変換が適用されると、すなわち他の言語への翻訳が発生
すると（Ｂ）に示すような状態となる。すなわち表示セル７２には文字列８２がうめ込ま
れているが、符号８４，８６で示されるように文字列８２の一部分がはみ出している。枠
７４に文字列の一部分がかかった時にはみ出しを判定してもよいし、あるいは更に外側の
領域まで文字列の一部が及んだ時にはみ出しを判定するようにしてもよい。あるいは、枠
７４の近くまで文字列の一部が到達した場合に見栄えが悪いという観点からはみ出しを判
定してもよい。
【００４３】
　図７には表示セル７２と背景８８との関係が示されている。図示されるように、はみ出
し部分８４，８６は背景８８上に存在している。したがってそれぞれの領域における画素
値すなわちカラー値を異ならせれば、注目する部分をビットマップイメージ上において特
定した上で、更にその周囲の画素値を参照することによりはみ出しを判定することが可能
となる。
【００４４】
　図８には、拡大図が示されている。符号９０Ａは文字を構成する文字エリアを表してお
り、それは複数の画素により構成される。符号７６Ａは内部エリアを表しており、それは
内部画素値をもった複数の画素により構成される。符号７４Ａは枠エリアを表しており、
それは枠画素値をもった複数の画素により構成されている。符号８８Ａは背景エリアを表
しており、それは背景画素値をもった複数の画素により構成されている。ここで、文字エ
リア９０Ａ内の各画素が注目画素とされており、例えば注目画素９２に着目すると、それ
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を中心として参照エリア９４が設定される。参照エリア９４は注目画素９２から見て近傍
領域である。その参照エリア９４内に背景画素値が存在する場合すなわち背景画素が参照
エリア９４内に取り込まれている場合、文字のはみ出し状態が判定されることになる。ま
た参照エリア９４内に枠画素値が存在する場合にも本実施形態においてははみ出しが判定
される。このように画素値あるいはカラーの関係を利用してはみ出しを判定することが可
能となっている。
【００４５】
　はみ出しを判定する注目画素が文字を構成する全ての画素であってもよいが、文字にお
ける辺縁を構成する画素だけが注目画素とされるようにしてもよい。あるいは文字列にお
ける右端及び左端の画素だけが検査対象となってもよい。上述した参照エリア９４の縦及
び横の大きさを変更することにより、はみ出し判定条件を可変することが可能である。上
記の実施形態においては参照エリア９４が四角形の領域だったが、もちろんそれは必要に
応じて変形することが可能である。
【００４６】
　図９及び図１０を用いて図１に示した主制御部２４、具体的にはＧＵＩ検査修正機能、
についてより具体的に説明する。
【００４７】
　図９にははみ出し判定修正プロセスの全体がフローチャートとして示されている。図１
０には図９に示したＳ１８の評価ステップの具体的な構成がフローチャートとして示され
ている。
【００４８】
　図９において、Ｓ１０では、検査対象となるプレーンの番号をＮとしてそのＮに１が初
期設定される。Ｓ１２においては、Ｎ番目のＧＵＩデータが読み出される。Ｓ１４におい
ては、読み出されたデータに基づいてイメージが生成される。この場合においては文字イ
メージ及びフレームイメージが生成される。ちなみにこの段階においてあるいはそれより
も前に必要に応じて前処理としてのカラー設定が実行される。すなわち後においてはみ出
し検査が可能となるように個々の画素についてのカラー値が設定されることになる。
【００４９】
　Ｓ１６においては、上記のように生成されたテキストイメージ及びフレームイメージが
合成され、更に必要に応じて超音波イメージが合成されて、これによって表示イメージが
合成される。Ｓ１８においては表示イメージに対する評価が実行される。具体的にははみ
出しが発生しているか否かが判定される。Ｓ２０においては、はみ出しが判定されたプレ
ーンが保存され、そのようなプレーンに対してはスタンプが付加される。すなわちどの部
分においてはみ出しが生じたのかを特定する情報が付加される。Ｓ２０においてはみ出し
が判定されていないプレーンが保存されてよい。
【００５０】
　Ｓ２２においては、はみ出しが判定されたものがあればＳ２４において修正処理が実行
される。この場合においては、上述したように文字サイズの段階的縮小あるいは語句置換
が実行される。そして再びＳ２２が実行され、はみ出しが解消されるまで修正処理が繰り
返し実行される。但し、一定の修正を施してもはみ出しが解消されない場合にはエラーが
判定されることになる。Ｓ２６においては次のデータがあるか否かが判定され、それがあ
る場合にはＳ２８においてＮが１つインクリメントされた上で、上述したＳ１２以降の各
行程が繰り返し実行される。
【００５１】
　したがって、図９に示すプロセスを実行すると、各使用言語ごとに装置が備えている多
数のプレーンに対して文字のはみ出しを自動判定することが可能であり、しかもはみ出し
が発生した場合にはそれを自動的に修正することが可能である。その上で、そのような自
動判定及び自動修正の結果をユーザーが目視において確認することも可能である。
【００５２】
　図１０にははみ出し判定の具体例が示されている。注目画素の番号がｋで表されている
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む近傍エリアすなわち参照エリアが設定される。Ｓ３４においてはそのような近傍エリア
内にセル外の画素が含まれているか否かが判断され、含まれていればＳ３６においてはみ
出し有りの判定がなされる。一方、含まれていなければＳ３８において次の画素があるか
否かが判断され、ある場合にはＳ４０が実行される。
【００５３】
　Ｓ４０においてはｋが１つインクリメントされ、上述したＳ３２以降の各行程が繰り返
し実行される。あるプレーンについて最後の注目画素に至ってもはみ出し有りの判定され
なかった場合、Ｓ４２においてはみ出し無しが判定されることになる。すなわちそのプレ
ーンについては修正不要と判断されることになる。
【００５４】
　図１０に示したプロセスによればはみ出し有りが判定された時点で速やかに修正を行う
ことが可能である。図１０に示したプロセスにおいては文字を構成する画素が全て注目画
素とされていたが、もちろん文字を構成する一部の画素が注目画素とされるようにしても
よい。また文字列中における特定の文字だけが検査対象となるように定めることも可能で
ある。
【００５５】
　図１１にははみ出し修正処理の具体例が示されている。（Ａ）に示すようにはみ出しが
生じている場合に、すなわち符号８４，８６で示すように文字列の一部分がはみ出してい
る場合、例えば（Ｂ）に示すようにサイズ縮小処理が適用され、これによって文字列８２
が縮小された文字列８８とされる。その場合においてはサイズ変更前に比べて符号９０で
示すように一定の縮小率分だけ左右の幅が小さくなり、はみ出しが解消されている。この
場合において縦横同一比率で縮小をかけるようにしてもよいし、横方向にだけ縮小をかけ
るようにしてもよい。はみ出し方向が判定されるならば、当該方向だけに縮小処理を適用
することも可能である。また（Ｃ）で示すように、文字列８２を他のより短い文字列９２
に置換することによりはみ出し部分を解消することも可能である。
【００５６】
　上述した実施形態においては、画素値あるいはカラー値が所定条件を満たしていること
を前提としてビットマップイメージの段階においてはみ出し判定を行えるので、イメージ
生成の段階で複雑な演算を行わなくてもよいという利点が得られる。したがってプロコー
ショナルフォント等の様々なフォントが利用される場合であっても、複雑な関数演算や座
標演算を行う必要がなく、結果に対して実際にはみ出しが生じているか否かを判断するだ
けでよいので、迅速な演算を行えるという利点がある。またはみ出しが判定された場合に
は直ちに自動修正処理が適用され試行錯誤的にはみ出しが解消されるようにされているの
で、はみ出し修正にあたってのユーザーの負担が大幅に軽減される。特に多数の言語に対
応している装置においてそのような利点が顕著に得られる。また上記実施形態においては
、はみ出し評価結果及び修正結果を事後的に目視確認することが可能である。ちなみに上
記実施形態において、はみ出し検査及びはみ出し修正の部分を他の技術分野の装置におい
て利用することも可能である。複数の言語の中から使用言語が選択されるような装置にお
いて上記機能が実現されるのが望ましい。
【符号の説明】
【００５７】
　２０　表示処理部、２２　表示器、２４　主制御部（ＧＵＩ検査修正機能）、２６　記
憶部、２８　変換テーブル、３０　テキストイメージ生成部、３２　フレームイメージ生
成部、３４　画像評価部、３６　修正制御部、４４　検査制御部、４６　保存制御部。
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